








【要約】 

近年,出生率の低下とともに出産年齢の高年化が社会的に問題視されている。従来,30 歳を

越す年齢での初産は妊娠中毒症などの妊娠異常が増加し,死産や周産期死亡が高くなるこ

とが指摘されており,社会一般にはマル高といわれ,ハイリスク妊産婦として扱われてきた。

しかし,医療・保健の進歩にともないこの概念そのものの見直しが必要になってきている。

そこで,今回第一編として，東京都の人口動態統計 3年分(1988～1990 年)を用いて,ポピュ

レーションベースでの母子保健指標を出産年齢 1 歳ごとに算出し,加齢によるこれらの指

標の変化を検討してみた。結果は自然死率と周産期死亡率では 30 歳を越すとわずかに上昇

するが,30台後半から40歳にかけて上昇のスピードが速くなり,40歳以降に急上昇し,人工

死産率および早産率では30台の後半から上昇し,40歳を越すと急上昇を示す曲線を描いて

いた。さらに低出生体重児出生率では初産と経産で傾向が異なるが,やはり,30 台後半から

上昇し始め,40 歳を越すと急上昇する同様のパターンを示していた。極小未熟児出生率で

は 30 歳前半より上昇し始め,その後はほぼ直線的に上昇する異なったパターンを示してい

た。 


